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国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
は
一
○
月
三
○
日
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
Ｈ
Ｌ
Ｗ
）
や
使
用
済
燃
料

を
安
全
で
効
果
的
か
つ
確
実
に
処
分
す
る
解
決
策
を
開

発
す
る
た
め
、
世
界
各
国
の
Ｈ
Ｌ
Ｗ
処
分
実
施
主
体
の

集
ま
り
で
あ
る
放
射
性
物
質
環
境
安
全
処
分
国
際
協
会

（
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
と
の
協
力
・
調
整
を
強
化
す
る
と
発
表

し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
現
在
、
こ
の
関
連
で
得
ら
れ
た
知

見
を
維
持
・
継
承
す
る
た
め
の
経
験
や
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
、
加
盟
各
国
か
ら
情
報
を
収
集
中
。
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ａ

Ｍ
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
進
め
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、

戦
略
的
評
価
の
共
同
実
施
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
ウ
ィ
ー
ン
本
部
で
開
催
し
た
両
者
の
会
合
に
は
、

日
本
の
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
を

含
め
、
カ
ナ
ダ
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
か
ら
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
に
所
属
す
る
国
家
的
組
織
の
ト
ッ

プ
が
出
席
。
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
に
は
現
在
、
十
一
か
国
の
処

分
実
施
主
体
が
加
盟
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
近
藤
駿

介
理
事
長
は
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
議
長
を
務
め
て
い
る
。
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
は
、
レ
ン
テ
ィ
ッ
ホ
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
担
当
次
長
ら
が
参
加
。
Ｈ
Ｌ
Ｗ
の
深
地
層
処
分

も
含
め
、
包
括
的
な
国
家
放
射
性
廃
棄
物
管
理
戦
略
を

実
施
す
る
際
の
重

要
課
題
に
つ
い
て

議
論
し
た
。

　

同
会
合
で
は
、

世
界
中
で
数
十
年

間
に
わ
た
り
放
射

性
廃
棄
物
が
安
全
・

確
実
に
管
理
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、

使
用
済
燃
料
や
Ｈ

Ｌ
Ｗ
を
処
分
す
る

施
設
が
未
だ
に
一

つ
も
稼
働
し
て
い

な
い
点
が
指
摘
さ

れ
た
。
し
か
し
出

席
者
ら
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
処
分
場
開
発
が
着
実
に
進
ん
で
い
る

点
に
注
目
。
レ
ン
テ
ィ
ッ
ホ
次
長
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
し
て

改
め
て
「
放
射
性
廃
棄
物
を
安
全
に
管
理
す
る
唯
一
の

解
決
策
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
安
全
基
準
で
も
説
明
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
処
分
す
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
た
。
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
は
こ
の
よ
う
な
原
則
に
従
っ
て
、
加
盟
国
の
廃
棄

物
管
理
を
支
援
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
近
藤
議
長
は

「
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
内
に
お
い
て
も
国
際
機
関
と
の
間
で
も
、

我
々
は
み
な
関
係
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
継
続
的
に
情

報
交
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

そ
う
し
た
情
報
を
技
術
面
や
産
業
面
の
観
点
か
ら
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
説
明
で
き
る
よ
う
、
互
い
に
異
な

る
点
や
共
通
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
必
要
と
の
認
識
を
表
明
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
先

月
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
に
引
き
続
き
、
両
市

の
同
物
理
学
賞
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン

大
学
関
連
の
同
賞
受
賞
者
は
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
シ
ュ
レ
ー

デ
ィ
ン
ガ
ー
（
一
九
三
三
年
）
と
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ツ
・
ヘ
ス
（
一
九
三
六
年
）
の
二
名
で
あ
る
。
シ
ュ

レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
は
、
波
動
形
式
の
量
子
力
学
で
あ
る

波
動
力
学
を
提
唱
し
、
量
子
力
学
の
基
本
方
程
式
で
あ

る
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
方
程
式
を
確
立
す
る
な
ど
、

量
子
力
学
の
発
展
を
築
き
上
げ
た
物
理
学
の
巨
星
で
あ

る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
あ
な
た
の
仕
事
の
ア
イ

デ
ア
は
真
の
天
才
の
証
明
で
す
！
」
と
手
紙
の
中
で
称

賛
し
た
。
多
国
語
を
流
暢
に
話
し
、
文
学
、
絵
画
、
古
典
、

詩
に
も
造
詣
が
深
く
、
狭
い
専
門
領
域
を
超
え
た
普
遍

的
教
養
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
ヘ
ス
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
な

ど
で
放
射
線
の
研
究
を
行
い
、
気
球
に
乗
っ
て
高
度
と

放
射
線
の
強
さ
の
関
係
を
測
定
し
、
上
空
に
行
く
ほ
ど

放
射
線
強
度
が
増
加
す
る
こ
と
を
見
出
し
て
、
放
射
線

が
宇
宙
起
源
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

一
方
、
京
都
大
学
関
連
（
三
高
卒
を
含
む
）
の
同

賞
受
賞
者
は
、
湯
川
秀
樹
教
授
（
一
九
四
九
年
）、
朝

永
振
一
郎
教
授
（
一
九
六
五
年
）、
江
崎
玲
於
奈
教
授

（
一
九
七
三
年
）、
益
川
敏
英
教
授
、
小
林
誠
教
授
（
二

○
○
八
年
）
と
赤
﨑
勇
教
授
（
二
○
一
四
年
）
の
計
六

名
で
あ
る
。
湯
川
教
授
は
中
間
子
の
存
在
を
理
論
的
に

予
言
し
、
後
に
宇
宙
線
か
ら
パ
イ
中
間
子
が
発
見
さ
れ
、

湯
川
理
論
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
。
朝
永
教
授
は
繰

り
込
み
理
論
の
導
出
に
よ
っ
て
量
子
電
磁
力
学
の
発
展

に
寄
与
し
た
。
江
崎
教
授
は
半
導
体
内
お
よ
び
超
伝
導

体
内
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
効
果
を
実
験
的
に
発
見
し
た
。

益
川
教
授
と
小
林
教
授
は
素
粒
子
で
あ
る
ク
ォ
ー
ク
が

少
な
く
と
も
三
世
代
（
六
種
類
）
存
在
す
る
こ
と
を
理

論
的
に
予
言
し
、
対
称
性
の
破
れ
の
起
源
を
発
見
し
た
。

赤
﨑
教
授
は
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
結
晶
化
に
世
界
で
初
め

て
成
功
し
、
高
輝
度
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
発
明
し

た
。
両
大
学
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
、
人
類
の
た
め

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
学
生
時
代
に
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ

ン
ガ
ー
方
程
式
を
学
ん
だ
が
、「
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

の
猫
」
は
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
入
学
翌
年
の
昭

和
四
五
年
三
月
に
湯
川
先
生
の
退
官
講
義
を
聴
い
た
が
、

「
英
国
の
デ
ィ
ラ
ッ
ク
がa priori

の
こ
と
を
エ
イ
プ
ラ

イ
・
オ
ー
ラ
イ
と
発
音
す
る
の
で
、
何
が
オ
ー
ラ
イ
か

さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ
た
」
し
か
覚
え
て
い
な
い
。

両
市
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
で

き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い

し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
あ
る
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の

胸
像
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　

  

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン
と 

京
都  

84
杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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オーパンバル 2019 ティアラ
来年２月 28 日に開催されるオーパンバル（オペ
ラ座舞踏会）で女性デビュッタントが付けるティ
アラが公開された。デザイナーのドナテラ・ヴェ
ルサーチがスワロフスキー社と共同で制作した
もので、380 個のスワロフスキー・クリスタル
がちりばめられている。デザインはヴァーグナー
のオペラ「ニーべルングの指輪」より「ライン
の黄金」からインスピレーションを得ている。

https://www.jaif.or.jp/181101-a


